
日本溶射学会
第
１
０
０
回
全
国
講
演
大
会
を
開
催

　
日
本
溶
射
学
会

大
阪
府
東
大

阪
市

は

月
５
、
６
日
の
２
日

間
、
愛
知
県
豊
橋
市
の
穂
の
国
と

よ
は
し
芸
術
劇
場
プ
ラ
ッ
ト
で

「
第
１
０
０
回
全
国
講
演
大
会
」

を
開
催
す
る
。
大
会
で
は
溶
射
理

論
や
溶
射
材
料
な
ど
、
テ
ー
マ
ご

と
に
研
究
者
ら
が
発
表
す
る
。

　
大
会
に
連
動
し
て
施
設
内
で
は

「
溶
射
交
流
会
」
も
２
日
間
に
わ

た
っ
て
実
施
す
る
。
展
示
ブ
ー
ス

を
設
け
て
研
究
成
果
な
ど
を
紹
介

す
る
。
共
同
研
究
や
商
談
の
機
会

創
出
な
ど
を
目
的
と
し
、
出
展
者

大
会
参
加
者
対
象

の
申
し
込

み

締
め
切
り

月

日

を
受

け
付
け
て
い
る
。

　
今
回
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
「
市
民
向
け
溶
射
展
示
会
」
も

同
時
開
催
す
る
。
溶
射
を
広
く
市

民
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て

企
画
し
た
。

　
同
展
示
会
の
出
展
者
も
募
集
中

締
め
切
り

月

日

で
、
参

加
形
態
は
会
員
で
あ
れ
ば
、
個
人

・
団
体
を
問
わ
な
い
。
講
演
大
会

関
連
の
情
報
は
日
本
溶
射
学
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジから

。

溶射技術皮膜品質の向上に挑む

　

表　ＴＢＣの特性評価試験方法のＪＩＳ／ＩＳＯ化の状況

　

図　ＴＢＣの特性評価試験方法の国際標準化体制

競
争
優
位
築
く
ツ
ー
ル
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年
か
ら
は
耐
熱
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
健
全
性
評
価
試
験

方
法
の
標
準
化
に
関
す
る
調

査
研
究
に
取
り
組
み
「
Ｊ
Ｉ

Ｓ
　
Ｈ
　
８
４
５
１
遮
熱
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
耐
は
く
離
性

試
験
方
法
」
と
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　

Ｈ
　
８
４
５
２
耐
酸
化
金
属

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
耐
は
く
離

性
試
験
方
法
」
を

年
に
制

定
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
試
験
方
法

は
、
電
気
炉
を
用
い
て
熱
サ

イ
ク
ル
試
験
な
ど
を
実
施

し
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
は
く

離
に
至
る
ま
で
の
熱
サ
イ
ク

ル
数
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
料
の

選
択
お
よ
び
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

プ
ロ
セ
ス
の
選
択
に
有
効
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
Ｊ

Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
８
４
５
１
」
を

も
と
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
に
取
り
組

み
、
日
本
提
案
の
Ｔ
Ｂ
Ｃ
試

験
方
法
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
第
２
号
と

し
て“を

年
に
制
定
し
た
。

　
次
に
Ｔ
Ｂ
Ｃ
の
設
計
・
開

発
に
お
い
て
、
遮
熱
性
や
熱

応
力
な
ど
の
計
算
に
必
要
な

熱
的
・
機
械
的
特
性
デ
ー
タ

の
測
定
方
法
の
開
発
を
目
的

に
、

年
か
ら
耐
熱
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
特
性
評
価
試
験
方

法
の
標
準
化
調
査
研
究
を
行

い
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
８
４
５

３
　
遮
熱
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

熱
伝
導
率
測
定
方
法
」
「
Ｊ

Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
８
４
５
４
遮
熱
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
縦
弾
性
係
数

試
験
方
法
」
お
よ
び
「
Ｊ
Ｉ

Ｓ
　
Ｈ
８
４
５
５
遮
熱
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
線
膨
張
係
数
試

験
方
法
」
を

年
に
制
定
し

た
。

　
こ
れ
ら
を
も
と
に

年
に

熱
伝
導
率
決
定
方
法
、
さ
ら

に

年
に
曲
げ
法
に
よ
る
ヤ

ン
グ
率
測
定
方
法
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ

提
案
し
、
現
在
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格

開
発
プ
ロ
セ
ス
を
進
行
中
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
連
の

標
準
化
活
動
に
よ
っ
て
、
Ｔ

Ｂ
Ｃ
の
試
験
方
法
に
関
す
る

Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
６
件
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に

つ
い
て
は
２
件
を
制
定
し
、

さ
ら
に
２
件
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　
４．

Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
活
動

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
組
織
は
中
央
事

務
局
を
ト
ッ
プ
と
し
、
そ
の

下
に
２
５
０
を
超
え
る
多
数

の
専
門
委
員
会

Ｔ
Ｃ

を

位
置
し
、
各
Ｔ
Ｃ
内
に
分
科

委
員
会

Ｓ
Ｃ

や
作
業
グ

ル
ー
プ

Ｗ
Ｇ

が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
溶
射
皮
膜
の
特

性
お
よ
び
試
験
方
法
に
関
す

る
標
準
化
は
、
Ｔ
Ｃ
１
０
７

金
属
お
よ
び
無
機
質
皮

膜

で
取
り
扱
わ
れ
、
ま
ず

Ｗ
Ｇ
１

内
で
審
議
さ
れ
る
。

Ｔ
Ｃ
１
０
７
の
幹
事
国
は
韓

国
で
あ
り
、
投
票
権
を
も
つ

Ｐ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ド
イ

ツ
、
英
国
、
日
本
、
中
国
な

ど
の

カ
国
、
Ｏ
メ
ン
バ
ー

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て

カ
国
が
参
加
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
開
発
プ
ロ
セ

ス
は
、
ま
ず
試
験
方
法
原
案

を
新
作
業
項
目
と
し
て
提
案

す
る
提
案
段
階

Ｎ
Ｐ

か

ら
始
ま
り
、
作
業
原
案
を
作

成
す
る
作
成
段
階

Ｗ

Ｄ

、
委
員
会
段
階

Ｃ

Ｄ

、
照
会
段
階

Ｄ
Ｉ

Ｓ

、
承
認
段
階

Ｆ
Ｄ
Ｉ

Ｓ

、
そ
し
て
発
行
段
階
へ

と
進
み
、
よ
う
や
く
国
際
規

格

Ｉ
Ｓ

発
行
と
な
る
。

提
案
承
認
か
ら
発
行
ま
で
、

通
常
は
３
年
間
を
要
す
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
制
定
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
な
ど
と
同

様
に
国
際
投
票
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
規

格
開
発
プ
ロ
セ
ス
で
各
段
階

か
ら
次
の
段
階
へ
進
む
た
め

に
は
、
Ｐ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

国
際
投
票
で
所
定
の
承
認
条

件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
例
え
ば
、
最
初
の

Ｎ
Ｐ
承
認
を
得
る
た
め
に
は

投
票
Ｐ
メ
ン
バ
ー
の
２
分
の

１
以
上
の
賛
成
か
つ
、
投
票

Ｐ
メ
ン
バ
ー
の
５
カ
国
か
ら

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
登
録
が
必

要
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
か
ら
の

Ｐ
メ
ン
バ
ー
は
日
本
、
韓

国
、
中
国
の
３
カ
国
だ
け
な

の
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
連
携

す
る
と
と
も
に
、
欧
州
の
中

で
少
な
く
と
も
２
カ
国
以
上

か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
登
録

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
日
本
の
提

案
に
対
す
る
賛
同
国
を
増
や

す
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
し
か
し
、
標
準
化
活
動

体
制
は
国
に
よ
っ
て
著
し
く

異
な
る
の
で
、
各
国
の
活
動

体
制
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な
ど

を
で
き
る
だ
け
調
査
・
分
析

し
、
戦
略
的
か
つ
地
道
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
電
子
メ
ー
ル
等

の
普
及
に
よ
っ
て
海
外
関
係

者
と
の
連
絡
が
容
易
に
な
っ

た
が
、
や
は
り
直
接
会
っ
て

提
案
内
容
を
説
明
し
、
意
見

交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
互

い
の
考
え
や
立
場
を
理
解
・

尊
重
で
き
、
賛
同
が
得
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
フ
ェ
ー
ス
・
ツ
ー
・
フ

ェ
ー
ス
に
よ
る
外
交
努
力
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
５．

今
後
に
向
け
て

　
現
在
も
２
件
の
試
験
方
法

を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
提
案
中
で
あ
る

が
、
実
機
に
お
け
る
Ｔ
Ｂ
Ｃ

の
使
用
環
境
は
厳
し
い
の

で
、
さ
ら
に
高
度
な
試
験
方

法
の
開
発
・
標
準
化
も
必
要

で
あ
る
。
従
来
、
標
準
化
は

品
質
や
互
換
性
を
確
保
す
る

た
め
の
基
本
ル
ー
ル
と
し
て

広
く
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、

最
近
で
は
標
準
化
と
知
的
財

産
と
を
組
み
合
わ
せ
て
ビ
ジ

ネ
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す

る
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。

日
本
の
企
業
が
持
続
的
競
争

優
位
を
築
く
た
め
に
は
、
国

際
標
準
化
の
積
極
的
活
用
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
者
の
一

層
の
支
援
、
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
。


